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19世紀後期における漸江平水茶葉の海外輪出
超思情
TheExportofPingsueyTbainZhejiangProvinceinlatel9thCentury
ZＨＡＯＳｉｑｉａｎ
ThecultivationofPingsueytea平水茶hasalonghistolyinZhejiangProvi､Ce,and
becamenationallyknownfromtheTYmgDynastyAccordingtoLuYUもＴｈｅＣｌａｓｓｉｃｏｆ
亜a，theearliestbooksummarizingthefｉｍｃｔｉｏｎａｎｄｕｓｅｏｆｔｅａ，YUezhou（ancient
Shaoxing），offeredthegreatestqualityofteamEastZhejianglntheQingDynasty）
thankstovaliousimprovementsmincreasingtheproductionofPingsueytea,growers
developedGunpowderteaandsolditoverseas・However,ａｆｔｅｒＣｈｉｎａｈａｄｔｏｏｐｅｎｆｉｖｅ
ｐｏｒｔｓｔｏinternationaltradeduringthenineteenthcentulyitheoverseastradeof
Pmgsueyteawentthroughremarkablechanges,especiallythetradeinAmerica、
ＴｈｅｒｅｈａｖｅｂｅｅｎｍａｎｙｓｔｕｄｉｅｓｏｎｔｈｅｔeaexportofChinaFewscholars,however，
haveanalyzedthePingsueyteatrademdividually・Thus,ｔｈｉｓpaper,basedonthecustoms
dataandlocalchroniclesofZhejian9,exammeschangesmPingsueyteaexportduring
thelatenineteenthcentu1yandtheunderlyingreasonsfbrthosechanges．
Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：i折江省、平水茶葉、寧波、中国旧海関史料、アメリカ茶葉市場
はじめに
中国の茶葉は唐代から広く知られるようになる。とくに陸羽の「茶経』は茶葉に関する代表的な書物
である。その「茶経ｊにおいて代表的な茶葉として、「茶経」巻下、八之出にi折東として「以越州上')」
とi折江の茶が最上として記されている。その後もi折江の茶葉生産は進展し、１７世紀頃から西欧諸国へも
輸出され、知られるようになった。
湖東に位置する漸江省の平水茶葉生産地域は、ｉ折江省の北東地域にあり、会稽山と四明山と天台山に
囲まれた山峡際、紹興、新昌、余眺、上虞、渚萱、奉化、荒山、天台、東陽、郵嬬が点在する地区であ
る。その平水茶葉地区で生産された茶葉は、陸羽の『茶経ｊでも知られる越州を代表する茶葉である。
宋代になると平水茶葉地域の日鍔茶は皇室への上納品として知られ、宋代の呉処厚の「青箱雑匪」には
l）鄭培凱、朱自振「中園歴代茶番雁編校注本」上冊、香港商務印書館、2007年３月、１８頁。
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｢越州日鍔茶為江南第一。芽繊白而長、味甘軟而永、多畷宜人、無停滞酸喧之患2)」と、日鍔茶は江南を
代表する茶葉となり、とくに茶葉の芽が白くて長く、その味は淡く、味を長く感じ、長い間飲んでも渋
みを感じないとして評価されていた。しかし、嘉泰「会稽志」に「然日鍔芽繊白而長、其絶品長至三二
寸、不過数十株3)」とあるように、日鋳茶の生産高は非常に少なかった。清代になると、平水茶葉地域に
おける茶葉の生産量を高めるために改良を加え、今の「珠茶」になり、海外諸国へ輸出し、「平水最為重
要……為全園惟一之珠茶産厘4)」とされるように､平水茶葉生産地域も全国唯一の「珠茶」生産区として
広く知られるようになったのである。
清代五港開港以降、そのような平水茶葉が中国の輸出茶葉を代表する一となり、１９世紀後期にその海
外輸出の状況が大きく変化した。
これまでi折江産の緑茶に関して漸江茶葉市場における茶葉産業の面から研究したものとして陶徳臣氏
の｢近代i折江茶業述論5)｣がある。陶氏の研究は19世紀90年代末期から２０世紀50年代にかけてi折江省にお
いて平水茶葉を含めた茶葉産業の全体的な変化を中心として検討したものである。しかし、１９世紀後期
とりわけ五港開港以降における平水茶葉の具体的な輸出量の変化と海外茶葉市場における平水茶葉の変
動及びその理由などの問題については論じていない。管見の限り中国や日本でも平水茶葉の取扱いにつ
いての先行研究が見られない。
そこで、本論文は断江省の地方志や清代海関資料などの茶葉に関する記録を中心に、清代五港開港以
降、とくに１９世紀後期におけるi折江平水茶葉の海外貿易の状況を分析するものである。
1、平水茶葉
宋代において皇室への上納品として紹興の日鍔茶は名高く、清代には、「海禁大開、各螺所産之茶、集
中平水、加工精制為図形緑茶、大量輸出、以供園外市場之需要、昔日供睡全園之日鍔茶、遂一変而篤運
錆海外之平水茶6)」とされるように、平水茶葉生産地域の茶農が茶葉の改良を行い、旧時の日鍔茶を中国
で唯一の「珠茶（Gunpowder)」として海外へ輸出した。また、「i折江茶厘漸江之四茶厘、平水最為重
要、位於i折江之東南部、為全圃惟一之珠茶産区。所産為外錆緑茶、以漸江紹興之平水鎮而得名7)」と、i折
江省の紹興平水銀で加工された茶葉も平水茶葉（PingsueyTea）と称した。清代において五港開港以
降、平水茶葉を広く海外へ輸出した。そのため、平水茶葉の生産地域が中国における最も重要な茶葉地
域の一として知られるようになった。
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｢宋元地方志集成・嘉泰会稽志・巻十七」第４冊、斯江省地方志編纂委員会編、杭州出版社、2009年６月、2070頁。
｢宋元地方志集成・嘉泰会稽志・巻十七」第４冊、2071頁。
哀仲遥、蕊維扉「茶葉（1868-1939年)｣、中国社会経済史資料業編之三、大東グラフ書公司印行、1978年７月、１０５
頁。
陶徳臣「近代漸江茶業述論｣、「古今農業｣、2000年第１期、古今農業雑誌編集部、2000年、26-47頁。
呂允福「i折江之平水茶｣、「国際貿易尋報｣、第６巻第６期。
哀仲逢、察維扉「茶葉（1868-1939年)｣、中国社会経済史資料業編之三、大東グラフ書公司印行、1978年７月、１０５
頁。
?????
5）
6）
7）
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宋代において平水茶葉の代表として日鋳茶、臥龍茶、爆布茶、大昆茶、刻渓茶8)などの著名な茶葉が
全て平水茶葉生産区の茶葉であり、清代になると、平水茶葉は依然として緑茶の生産で評価が高かった。
平水茶葉は、清末の中国を代表する茶葉となったことは胡乗橿「茶務金載』（光緒三年丁巳仲春新撰明
治十年（1878）七月刊行内務省勧農局蔵版）に見る次の記事からもわかる。
緑茶ハ、安徽ノ婆源、漸江ノ湖州ヲ第一トス、其次ハ、屯漢、平水、安徽、寧、紹等ノ虚ナリ9)。
1878年当時の中国茶葉とりわけ緑茶を代表していたのは安徽の婆源、漸江の湖州の茶葉が第一であり、
屯渓、平水、安徽、寧波、紹興等がそれに次ぐとされた。ここで取り上げる平水茶葉もその第二のグル
ープに含まれている。
さらに明治21年（1889）に日本の上野専一が編纂した「支那貿易物産字典一名支那通商案内'0)ｊ
に、漸江省における主な茶葉生産地区として平水茶葉の生産地域の位置及び茶葉の輸出経路をあげてい
る。
平水紹興府城ノ南九英里二在ルー市場ナリ。
右等地方ニ産スル茶ハ、既二安徽省屯渓二述ヘタル源因ナルヲ以テ、悉ク寧波へ出シ、再上上海二
運来ス。支那茶葉貿易上普通用スル虚ノ名読左ノ如シ'')。
平水茶葉は、紹興府下の茶葉市場に集荷された茶葉のことを総称していたようで、この平水茶葉の淵
源は、安徽省の屯渓を源流とすると見られていた。安徽省の屯渓は現在の黄山市に属し、杭州から約
220kｍで、杭州と黄山とは、古来より往来の盛んな地であり、そのため屯漢茶葉も含め平水茶葉のほと
んどが寧波から海上輸送されて上海に搬出されていたとされている。
さらに上野専一は、平水茶葉の代表として次の茶葉名をあげている。
Gunpowder小珠
小珠ヲ分テ左ノ三種二区別ス
第一蔵珠第二賓珠第三芝珠
緑茶小珠ノ最上品ヲ［虫段］目卜云。漸江平水ヨリ産出ス'2)。
清代において海外へ輸出された代表的な茶葉として､茶葉を加工した形状から「Gunpowder小珠」と
呼称された茶葉が知られる。「Gunpowder小珠」は弾丸のように小さな粒のような形状であった。その
８）
９）
１０）
１）
12）
｢宋元地方志集成・嘉泰会稽志・巻十七」第４冊、漸江省地方志編纂委員会編、杭州出版社、2009年６月、2071頁。
鄭培凱、朱自振主「中園歴代茶瞥雁編校注本」下冊、香港商務印書館、2007年３月、950～951頁。
上野専一「支那貿易物産字典一名支那通商案内」東京・丸善商社、明治2１（1889）年４月28日出版。
上野専一「支那貿易物産字典一名支那通商案内」372頁。
上野専一「支那貿易物産字典一名支那通商案内」375頁。
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｢Gunpowder小珠」には、蕨珠や賓珠そして芝珠があった。
これらの茶葉がどのように加工されたかは、胡乗橿「茶務金載』下冊の製倣類に次のように記してい
る。
竹飾ヲ十一二等二備へ、其ノ飾眼ハ、大ヨリ小二至り、次ヲ以テ逓減ス、最初二、大眼ノ頭飾ヲ以
テ、茶ノ枝幹、又ハ老-大ノ葉一片ヲ、飾除スヘシ、次二、二一号-飾ヲ以テ飾過シ、其ノ箭面二遺ル
所ノ茶ハ、則頭一節ノ竹盆内二放入ス、是ヲ頭-節毛-茶卜云、三一号-箭以下、皆之二倣上、次ヲ以
テ、逓二推ス,3)。
最初に竹飾を１１隻或は12隻準備し、その竹飾の眼は大きさにより順次に逓減する。最初に眼が最も大
きな竹飾を使い、茶葉の枝と大きな茶葉を飾除する。次は２号の竹飾で飾除したものを１号の竹飾に入
る。３号以下の竹飾は同じ動作を繰り返す。そして、各竹箭も茶葉の種類の相違によって加工方法が異
なった。
「蘇珠茶葉」については同書に次のように記している。
蘇珠花色ハ、八、九、十号ノ筋内二取ル所ノ葉ヲ、風車二放過シ、其軽瓢スルモノヲ去り、其責結
スルモノヲ以テ、前法ノ如ク、妙磨スルコト三次、大約共二四時間ヲ要ス、其葉、圃結シテ光津ヲ
帯上、青翠色ナル者ヲ以テ上トス、右ノカロク、仕上ケテ後チ、鉛確二入し、固ク封シ置キ、全爾倣
就スルヲ待テ、之ヲ取出シ、均堆ス、此時再上覆火スルコトモアリ、或ハ覆火セサルコトモアリ、
倶二茶ノ香味ノ如何ト、天時ノ晴雨卜、消場ノ渥‘快トヲ見テ、之ヲ定ムヘシ'4)。
蘇珠の加工では、８，９，１０号の竹飾で得られた茶葉を風車に入れ、軽い葉を取り除いたあと、その
残った葉を３回にわけ妙める。一番の蘇珠茶葉は、その形がまん丸で色合いが藷翠のような緑である。
賓珠花名ハ、六、七、八節内二取ル所ノ者ニシテ、亦タ風車二上ケ、其軽キ者ヲ去り、其重キ者ヲ
取り、前法ノ如ク妙磨フ、惟園結シテ、帯梗無キヲ住トス、術帯結アル片ハ、色雑ニシテ純ナラス、
其製法ハ、蘇珠卜相同シ、但シ妙火磨光ノ時間、蘇珠二比スレハ、半時間ヲ短クス'5)。
「賓珠茶葉」は上の記録のように、６，７，８号の竹箭によって得た茶葉で、茶葉を風車に入れて得ら
れた茶葉を加工する。その妙め方は蘇珠茶葉のように軽い葉を除去した後に３回妙める。形がまん丸で
柄が付いてない賓珠茶葉が上品と認定される。そして「賓珠茶葉」は、
１３）［清］胡乗橿「茶務余載｣、鄭培凱、朱自振主編「中園歴代茶書匪編校注本」下冊、香港商務印書館、2007年３月、
954頁。
１４）［清］胡乗椙「茶務余載｣、鄭培凱、朱自振主編「中園歴代茶書歴編校注本」下冊、955頁。
15）［清］胡乗椙「茶務命載｣、鄭培凱、朱自振主編「中園歴代茶書匪編校注本」下冊、955～956頁。
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芝珠花茶ハ、則テ賓珠蕨珠ヲ、風車ニテ摘出セシ所ノ者ヲ取リテ、其枝骨、及上三角、及上粗片ヲ
去り、粗細相均シク、大小不同ナキヲ要ス、其妙磨ノ時間ハ、又賓珠ヨリモ減ス、顔料ハ、賓珠ヨ
リモ署多クシテ、作色ノエ夫ハ、更二賓珠ヨリモ多シ、其篭既二巳二軽盈ニシテ、大小亦暑、別ナ
ルヲ以テナリ,6)。
とされるように、その葉は前の両者が風車による方法で得た最も軽い茶葉を加工するものである。その
葉を取り、葉の大きさを同じように軸と粗い部分を取り除く。その形は賓珠茶葉より小さい。
以上のように、清末において平水茶葉としては蘇珠茶葉、賓珠茶葉、賓珠茶葉の名が有名であった。
それでは、このような平水茶葉がどのように海外へ輸出されたかについては、次節で述べてみたい。
２，１９世紀後期以降における平水茶葉の海外貿易
五港開港前とその後とでは中国の茶葉生産地から輸出港までの経路が大きく変化した。五港開港以前
において清朝は、茶葉貿易を独占して茶葉の貿易港と運送経路を厳密に規定した。中国南部の茶商は茶
葉を外国へ輸出するため、ほとんど内陸の水路により、麿州港へ輸送した。しかし、五港開港以降、そ
の状況が変わり、その単一な輸送経路が破壊され、急速に拡大する茶葉市場から海外へ輸出されること
になったのであった'7)。
漸江省の平水茶葉は、清代において中国の主な輸出緑茶の一となり、五港開港以降、とりわけ19世紀
後期にその海外輸出の状況が大きく変化した。茶葉自体の品質の問題のみならず、国際茶葉市場の変化
も平水茶葉の貿易状況に影響を与えた。しかも、１９世紀90年代になると、平水茶葉の貿易状況に対して
その影響は顕著になった。
そこで、「中国旧海関資料」のデータにより、１９世紀後半時期における平水茶葉についてその海外輸出
の状況を見てみたい。1868年から1900年まで33年間の平水茶葉の海外輸出データを整理すると、次の表
ｌになる。
16）［清］胡乗橿「茶務命載｣、鄭培凱、朱自振主編「中国歴代茶書腿編校注本」下冊、957頁。
17）陶徳臣「外蛸茶迄輪路線考略｣、「中国衣史｣、1994年第13巻第２期、８３頁。
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表11868-1900年における平水茶葉の海外輸出統計１８）
1868 1869 １８７０ 1871 １８７２ 1873 １８７４
Peculs Peculs． Peculs． Peculs． Peculs． Peculs． Peculs．
GreatBritain 30.571 33,504 28,856 31.797 36.733 30,707 33,102
Ｕ､ＳｏｆＡｍｅｒｉｃａ 20,859 24,311 32.469 37,950 43.392 37,015 33,712
CanadH 450 469 212 992
Hongkong 1,964 926 597 1‘950 4,613 5,049 1,568
Austr 184 3０ 3７ 2８ 5６ 199 5２
NewZealand １ １ 3３ 6５
BritishAmerica 307 702
SouthAfrica ２
CountriesofEurope 188 9１ 1６ 210 ８ 6８
SouthAmerica 5３
Russia ３
Japan １７ ２ １ ４ １
BuenosAyres 131 303 １１２ 1０５ 8３
TurkeyinAsia
lndia 179 2１ １ ４ 3８
Total． 54,526 59,543 62,300 72,869 85,136 73,443 69,326
TotalofGreenTeas 234,117 258,560 237,434 232,617 256,464 235.413 212,834
1875 1876 1877 1878 1879 1880 1881
Peculs Peculs Peculs． Peculs． Peculs． Peculs． Peculs．
GreatBritain 34,437 29,750 3０，１１６ 20,798 20,993 21,068 21,983
Ｕ､S､ofAmerica 30,047 33,714 41,845 39,173 52‘893 51,020 69,914
Canada
Hongkong 1,457 907 1,158 1,056 2,894 3,491 1,336
Australia 1０３ 4７ １１６ 124 １３１ 300 166
NewZealand 6０ 1５ １９ 3６ 2３ 6０ 2６
BritishAmerica 665 280
SouthAfrica ２ １２ ６ ４ ８
CountriesofEurope １３３ ９
SouthAmerica
Russia １
Japan １ ２
BuenosAyres
TurkeyinAsia
lndia 4４
Total． 6６，１０４ 64,614 73,254 61,200 76,949 76,608 93,715
TotalofGreenTeas 210,282 189,714 197,410 172,826 183,235 188,623 238,064
18）「中国旧海関史料｣、京華出版社、2001年１０月、1868年：第３冊487頁、1869年：第４冊15頁、1870年：第４冊297頁、
1871年：第４冊571頁、1872年：第５冊15頁、1873年：第５冊291頁、1874年：第５冊609頁、1875年：第６冊15頁３１
頁、1876年：第６冊339頁、1877年：第７冊15頁、1878年：第７冊407頁、1879年：第８冊１５頁、1880年：第８冊445
頁、1881年：第９冊１５頁、1882年：第９冊473頁、1883年：第１０冊19頁、1884年：第１０冊443頁、1885年：第１１冊２１
頁、1886年：第１２冊１９頁、1887年：第13冊１９頁、1888年：第１４冊19頁、1889年：第15冊１９頁、1890年：第16冊19頁、
1891年：第17冊１９頁、1892年：第１８冊１９頁、1893年：第20冊１９頁、1894年：第22冊19頁、1895年：第23冊23頁、１８９６
年：第24冊23頁、1897年：第25冊23頁、1898年：第27冊23頁、1899年：第29冊23頁、1900年：第31冊29頁。
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1882 1883 1884 １８８５ １８８６ 1887 1888
Pecl11s Peculs． Peculs． Peculs． Peculs． Peculs． Peculs．
GreatBritain 21,542 26,224 29,100.96 38.847.96 22,679.79 23,786.56 24,959.20
Ｕ・SofAmerica 48,508 49.078 58,130.29 56,788.24 50,469.65 47,960.64 63,053.16
Ｃａｎａｄａ
Hongkong 734 680 370.19 549.73 1,251.29 156.46 258.92
Australia 194 139 139.72 127.43 162.78 150.64 181.03
NewZeal2nd 7６ 1６ 29.25 13.45 13.53 17.52 58.65
BritishAmerica 7８ 443 566.65 2５５２ 3.77 515.9 2,589.45
SouthAfrica ５ １．９８ 5.4 6.45
CountriesofEurope １ 2２ 1８．５ 1.57
SouthAmerica 0.26
Russia 200 ２ ０．８７ 1.48 0.4
Japan 6．５１ 23.58 637.03 3,054.83 1,549.58
BuenosAyres
TurkeyinAsia
lndia 3８ 176.48 27.23 77.63
Total． 71,377 76,604 88,538.55 96,404.01 75,224.57 75,649.52 92,735.71
TotalofGreenTeas 178,839 191,116 202,556.52 214,693.37 192.930.33 184,265.65 208,120.46
1889 1890 １８９１ 1892 1893 1894 1895
Peculs． Peculs． Peculs． Peculs． Peculs Peculs． Peculs．
GreatBritain 23,217.70 19.195.23 19.299.11 15.936.17 18,906.07 19,354.55 17,294
Ｕ,SofAmerica 68,877.42 64,309.35 63,556.20 58,655.42 98,805.21 95,812.04 103,889
Canada
Hongkong 375.64 807.76 1,053.56 989.01 49.52 839.45 696
Australia 85.93 30.59 44.32 111.98 18.85 13.25 2７
NewZP212nd 2.25
BritishAmerica 862.07 6,906.66 5,413.52 960.89 ２，２１８．８７ 2,216.65 4,721
SouthAfrica 1８．７ 18.87 10.2 10.65 ２ 2.25 ７
CountriesofEurope 9.6 38.55 35.05 236.01 208.32 80.93 １４７
SouthAmerica 10.02 10.65 ２ 2.25 ７
Russia 2.08 953.3 １７
Japan 1,363.16 61.37 832.36 491.22 857.25 693.42 1,375
BuenosAｙｒｅｓ
TurkeyinAsia ０．５７ 143.98 2７
lndia 526.42 372.56 451.76 306.42 2,269.23 2,938.16 2.917
Total． 95,342.10 91,740.94 90,696.64 77,726.60 123,335.91 123,052.78 131,117
TotalofGreenTeas 189,992.81 156.115.75 205,569.47 188,439.71 236,236.98 233.465.34 244,202
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1896 1897 1898 1899 1900
Peculs． Peculs Peculs． Peculs． Peculs
GreatBritain 18,885 11.705 10,740 5,132 6,551
Ｕ､SofAmerica 76,471 64,454 44・'7１ 78,813 67,710
Ｃａｎａｄａ
Hongkong 984 843 1,583 3４ 3９
Australia 7６ 2８
NewZealand
BritishAmerica 3,689 5,187 7,202 4,406 3,937
SouthAfrica ７ ２
CountriesofEurope 507 917 590 878 1,286
SouthAmerica ７ ２
Russia 704 4,343 6,877 2,849 5,089
Japan 152 506 376 626 3,298
BuenosAyres
TurkeyinAsia 6１ 3６ 5０ 550 164
lndia 8,091 3,029 1,956 3,421 6,233
Total． 109,627 91,020 73,547 96,785 94,322
TotalofGreenTeas 216,999 201,168 185,306 213,798 200,425
1868年から1900年までの平水茶葉の輸出状況を表ｌに示した。平水茶葉の輸出額は絶えず変化してい
るが、表ｌから見ると、1895年までは輸出額が徐々に上昇していることが分かる。とくに1895年、平水
茶葉の輸出額が131,117担となり、１９世紀後期の最高峰に達した。しかも、1890年において緑茶の輸出総
額は156,115担で、その中の平水茶葉の輸出額は91,740担であり、輸出緑茶のうち平水茶葉が占める割合
は58.76％で､1890年は平水茶葉の割合が最高の年であった。1886年から1890年にかけて平水茶葉の割合
は増加の一途を辿ってきた。ことに1888年から1890年までの間には、輸出緑茶の輸出額が大幅に減少し
たが、平水茶葉には顕著な変化もなく、横ばいで推移した。1891年、1892年を除き1889年から1896年に
かけて平水茶葉は緑茶輸出総額の半数を占めている。
しかし、グラフｌに見られるように､1886年と1891年の二年分は平水茶葉の割合が急減している。１８９１
年は緑茶の輸出総額が大きく上昇したが、平水茶葉の輸出額は往年と同じであった。１９世紀90年代後期
の1895年から1898年にかけて輸出額の減少傾向が見られる。さらに1898年の輸出額は73,547担で、１９世
紀70年代の平水茶葉の輸出高とほどんと同様であった。
表ｌに示したように、1868年から1900年までの数年間にわたり平水茶葉を購入したのはイギリス、ア
メリカ、香港とオーストラリアであった。とくにアメリカとイギリスが多くの割合を占めていた。１８６８
年における平水茶葉の輸出額は54,526担のみで、アメリカとイギリスへ輸出した平水茶葉の総額が
51,430担であり、平水茶葉の輸出総額の90％以上に達した。
グラフ２に見られるように、1875年アメリカへ輸出した平水茶葉の輸出高が、イギリスへのそれを超
過し、アメリカが平水茶葉の最も重要な輸出市場になった。1900年まではアメリカへ輸出した平水茶葉
の割合がほぼ60％を超えた。1895年はアメリカへ輸出した平水茶葉の総額が最大の年であり、平水茶葉
の輸出総額は131,117担で、その内アメリカが103,889担を購入し、輸出総額の79.2％と約８割を占めた。
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ちなみに、1895年におけるイギリスへ輸出した平水茶葉は17.294担であり、その割合は,僅か13％であっ
た。1895年から1898年にかけてアメリカへ輸出した平水茶葉の量が大幅に減少した。そのため、この間
の平水茶葉の輸出総額も顕著に低下した。グラフ２に見られるように、アメリカが購入した平水茶葉の
量には二つの顕著な沈滞期がある。それは1882年から1883年までと1896年から1898年までである。これ
に対して1881年と1893年及び1899年の三つの蛸優期があった。
上述のように、１９．|吐紀後期になると、アメリカの茶葉市場が平水茶葉の並も甑要な輸出地となり、ア
メリカの茶葉市場の変化が平水茶葉の輸出額に大きな影響を与えたと考えられる。
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五港開港以降、寧波は平水茶葉の最も重要な輸出貿易港の要として、平水茶葉の貿易に関する記録が
多く残されている。そこで平水茶葉の海外輸出の変化に関する原因を､1900年までの「中国旧海関資料』
の平水茶葉に関する部分、とくに寧波における平水茶葉の輸出の記録から考察したい。
表２に掲げた平水茶葉の輸出貿易統計の数字は、1863年から1900年にかけて寧波から輸出した平水茶
葉の総額の推移表である。
表21863-1900年における寧波から輸出した平水茶葉の統計表19）
平水茶葉 緑茶総額 比率 平水茶葉 緑茶総額 比率
〆c"js. がc"js. ％ jｳ允況js． p允"js． ％
1863 7440.09 20947.03 35.52％ 1882 59743.84 140171.17 42.62％
1864 16742.24 53810.28 31.11％ 1883 57525.01 126440.86 45.50％
1865 22937.34 70662.22 32.46％ 1884 73022.65 155304.31 47.02％
1866 30286 102782 29.47％ １８８５ 84744.2 166604.52 50.87％
1867 33858.55 115267.95 29.37％ １８８６ 68551.29 148214.29 46.25％
1868 35184.56 125490 28.04％ 1887 88819 134017 66.27％
1869 42928.16 146651 29.27％ １８８８ 93127 156997 59.32％
1870 51173.19 146461 34.94％ １８８９ 123083 157080 78.36％
1871 58457.71 161924 36.10％ 1890 75496.87 151573.76 49.81％
1872 69208.31 176780 39.15％ 1891 85805.65 159282.91 53.87％
１８７３ 68264.31 152029 44.90％ 1892 87257.8 162492.82 53.70％
１８７４ 67726.53 154242.5 43.91％ 1893 109973.91 183775.03 59.84％
1875 54028.72 129193.62 41.82％ 1894 85811.8 160431.59 53.49％
1876 55116.56 119810.8 46.00％ 1895 98390.42 188769.91 52.12％
１８７７ 66887.7 145017.9 46.12％ 1896 96897 175557 55.19％
1878 51115.86 103005.61 49.62％ １８９７ 61579 74047 83.16％
1879 66668.87 128455.29 51.90％ 1898 50084 53645 93.36％
１８８０ 67083.39 147651.02 45.43％ 1899 79005 79304 99.62％
１８８１ 70347 160795.77 43.75％ 1900 68633 68633 100.00％
グラフｌとグラフ３により、グラフ３の寧波における平水茶葉の輸出額の推移はグラフｌの輸出総額
と基本的に一致している。また、寧波は平水茶葉の最も重要な輸出貿易港の重要港であった。そこで、
漸江省寧波港における平水茶葉の輸出状況を、「中国旧海関資料』から探してみたい。平水茶葉が寧波海
19）「中国旧海関史料｣、京華出版社、2001年１０月、1863年：第１冊296頁、1864年：第１冊627頁、1865年：第２冊214頁、
1866年：第２冊696頁、1867年：第３冊349頁、1868年：第３冊607頁、1869年：第４冊130頁、1870年：第４冊413頁
417頁、1871年：第４冊683頁、1872年：第５冊167頁、1873年：第５冊466頁、1874年：第５冊786頁、1875年：第６
冊198頁、1876年：第６冊538頁、1877年：第７冊214頁、1878年：第７冊626頁、1879年：第８冊244頁、1880年：第
８冊680頁、1881年：第９冊262頁、1882年：第９冊703頁、1883年：第10冊251頁257頁、1884年：第１０冊672頁、１８８５
年：第11冊253頁、1886年：第１２冊258頁、1887年：第１３冊279頁、1888年：第14冊288頁、1889年：第15冊301頁、１８９０
年：第16冊305頁、1891年：第17冊323頁、1892年：第１８冊322頁、1893年：第20冊334頁、1894年：第22冊346頁、１８９５
年：第23冊332頁、1896年：第24冊375頁、1897年：第25冊372頁、1898年：第27冊377頁、1899年：第29冊435頁、１９００
年：第31冊431頁。
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20）“Ｍ]VGPOTRADEREPORnFORTHEyEARl882"、『IlIlKllIl海関史料』第９冊、京縦出版社、2001年１０月、
691更、693頁、694頁。
…（Pingsueys）Atthebeginningoftheseason，ｏｗｉｎｇｔｏｔｈｅａｃｔｉｏｎｏｆＵｎｉｔｅｄＳｔａｔｅｓ
Governmentincondemningthepreviousyear，simportationsasunfitfOrconsumption，the
ForeigndealersinShanghairefrainedfrompurchasingthisclassofTeasuntilintelligence
arrivedtｏｔｈｅｅｆｆｅｃｔｔｈａｔｔｈｅｎｅｗｓｅａｓｏｎｓｍｕｓｔｅｒｓｗｈｉｃｈｈａｄｂｅｅｎｓｅｎｔｔｏｔheUnitedStates
８０．００(％
…GreenTeasduringlaｓｔｙｅａｒｄｅｃｒｅａｓｅｄｂｙｎｏｌｅｓｓｔｈａｎ２0,625piculs，inwhichPingsuey
Teassharedwithl０，６０４piculs，…theheavyfailuresinthetradeintheUnitedStateshave
alsoaffected…Pingsueydealersmuch､20）
1,'１
この記述に見られるPingsueyTeasが平水茶葉であり、1882年における緑茶の輸出額が20,625担と減
少したが、そのうち平水茶莱は10,604担であり、51.4％と半数を占めていた。これらの平水茶葉がアメ
リカ市場に輸出されたのである。
翌年（1883）の年頭に、『中国li-I海関資料』の“jVZjVCPOTRADEREPORZFORTHEYEAR
I8認”の記録のように、アメリカの政府は同国の茶葉市場を整備したため、低品質の茶葉の輸入が禁止
された。上海の洋商も平水茶葉の職入を中止した。
関から輸出された最も古い記録が、“jVZjVGPOTRADEREPORZFORmEyEAR｣1882''のつぎ
に掲げる記述である。
グラフ31863-1900年における寧波茶葉貿易
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werereceivedfavourably；thebuyingbecamegeneral,butnottillabouteightweeksafterthe
firstshipmentsfromherewereontheShanghaimarket､2'）
光緒十（1884）年における平水茶葉について寧波海関記録に以下のように見られる。
…GreenTeafbrtheAmericanmarket…ｓｈｏｗａｎｉｎｃｒｅａｓｅｏｖｅｒｔｈｅＲｅｔｕｍｓｏｆｆbrmeryears．
…PingsueyTeasaresaidtohaverealisedagoodprofitduringJulyandAugust…22）
1884年にはアメリカ市場へ輸出された平水茶葉の量が回復した。1884年における７，８月には平水茶
葉の利益もそれによって回復した。
１８８７（光緒十三）年“MIVGPOTRADEREPORZPORTHEYEARI887'には、
Theseasonisreckonedaverybadone，andthecompetitionoftheJapaneseTeasmakes
itselffeltmoreseverelyyearafteryear・Pingsueydealersaresaidtohavelostontheir
season，sbusinessatleastonelackofdollars｡…Ｊｕｓｔｔｏｗａｒｄｓｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅｙｅａｒ,however，
abetterdemandsprangup，especiallyfOrgoodqualityTeas，anddealershavelatelycome
outwithoutloss，orhavemadesmallprofits・鰯）
とあるように、1887年の初め、アメリカ市場において日本茶葉が競争に加わり中国茶葉の輸出状況が以
前より悪化し､平水茶葉を販売する茶商も重大な損失を被った。しかし､年末に至って景気が回復し､茶
葉市場では平水茶葉、とくに高品質の茶葉に対する需要が急増した。
また、１８８８（光緒十四）年“Ｍ:lVGPOTRADEREPORZPORTHEYEARI888”には、
l887endedwithbothsides，complaining-ForeignmerchantsoｆｔｈｅｂａｄｑｕａｌｉｔｙｏｆｔｈｅＴｅａｓ，
andNativeteamenthatpricesweresｏｌｏｗｔｈａｔｉｔｗａｓｉｍｐｏｓｓｉｂｌｅｔｏａｆｆｂｒｄｔｈｅｅｘｔｒａｔｉｍｅ
ａｎｄｌａｂｏｕｒａｎｄｃａｒｅｎecessarytosupplyTeasbetterpreparedandsorted．…Tea-firinghongs
werepayingevenlessattentiontｏｔｈｅｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎｏｆｔｈｅＴｅａｓａｎｄｔｈｅsortingofthe
differentgrades…24）
21）“ﾉW1VCpO7Y?ＡＤＥＲＥＰＯＲｍＦＯＲＴＨＥｙＥＡＲｌ８８３"、「中国旧海関史料」第１０冊、京華出版社、2001年１０月、
201頁。
22）“MIVGPOTRADEREPOR盃FORTHEyEAR1884，.、「中国旧海関史料」第１０冊、664頁。
23）“Ｍ]VCPOTRADEREPORnFひＲＴＨＥＹＥＡＲｌ８８７"、「中国旧海関史料」第１３冊、京華出版社、2001年１０月、
262頁。
24）“M1VCPOTRADEREPORnFORTHEYEAR１８８８，，、「中国旧海関史料」第14冊、京華出版社、2001年１０月、
269頁、270頁。
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とある。1887年は､洋商と中国の茶農家の間に対立が表面化した。洋商が茶葉の低品質に不満を抱き、他
方、茶農家も茶葉価格の低下により、高品質の茶葉を作るための時間とコストに不満を持っていた。そ
して、四半期の報告書においても茶葉を加工した時、その品質がますます重視されなくなったのである。
１８８９（光緒十五）年“NINGPOTRADEREPORT,ＦＯＲＴＨＥＹＥＡＲｌ８８９”に、次のようにある。
…Ningpomerchantshavelostthroughouttheyear，owingfirstly，totheinferiorityofthe
earliercrop，and，secondly，toover-estimatingthequalityofthelatercrop，andstandingout
fbrhigherpricesthantheForeignmerchantsinShanghaiwouldgive；andtheNingpomen
hadfinallytodisposeoftheｉｒＴｅａｓａｔａｇｒｅａｔｌｏｓｓ、Unlessmoreattentionisgiventothe
preparationofPingsueyTeas，ｔｈｅｙｗｉｌｌｓｏｏｎｂｅｕｎａｂｌｅｔｏｆｉｎｄａｍａｒketwithForeign
buyers､25）
これに関して、「光緒十五年南波口華洋貿易‘情形論署」に一部が中国語に翻訳されている。
十五年頭春之茶其質不佳綱到之二春茶始漸如常是年出口綜十五蔑八千四百七十六担細於十四年
春六百三十八担商人始終失耗蓋頭春既非佳品二春者商人又居為奇貨索債過昂洋商弗允相持日久
価以賎債皆去若平水茶妙制則甚劣使再不加意講求洋商必無顧者以此等劣茶外洋無錆路也26）
以上の二つの記録から言えば､1889年において「頭春茶」の品質は不良であったが、第二回の「春茶」
が前年のものより良かった。しかしながら、第二回の「春茶」の価格が高かったため、購入者が少なく、
茶商が最後に低価格で洋商に売った。もし茶商がこれ以上低品質の平水茶葉を製茶すれば、必ず購入者
も販路も無くなると見られた。
１８９２（光緒十八）年“Ｍ]VGPOTRADEREPORZFORTHEYEARI892'，にこのことに関する
記事がある。
…ＥａｒｌｙｉｎｔｈｅｓｅａｓｏｎａｎａｇｒｅｅｍｅｎｔｗａｓmadebetweentheNingpoTeahongsandthe
ShanghaibuyersofTea，bywhichtheshipmentsofPingsueyTｅａｗｅｒｅｔｏｂｅｌｉｍｉｔｅｄｔｏ
ｌ４０,O00chestsfbrtheseason、Whetherinconsequenceofthisagreｅｍｅｎｔｏｒｎｏｔ，theprices
obtainedfOrPingsueyTeａｗｅｒｅｆｒｏｍＴｅａｌｓｌｔｏＴｅａｌｓ２ｐｅｒｐｉｃｕｌｂｅｔｔｅｒｔｈａｎｉｎ1891,
...27）
25）“ﾉW1VCPOTRADEREPOR五Ｆ℃ＲＴＨＥｙＥＡＲｌ８８９"、「中国旧海関史料」第15冊、京華出版社、2001年１０月、
283頁。
26）「光緒十五年南波口華洋貿易情形論客｣、『中国旧海関史料」第１５冊、140頁。
27）“Ｍ]VGPOTRADEREPOR奴ＦＤＲＴＨＥＹＥＡＲｌ８９２"、「中国旧海関史料」第１８冊、京華出版社、2001年１０月、
309頁。
353
東アジア文化交渉研究第８号
この部分の記事に関する中国語の記事は「光緒十八年南波口華洋貿易情形論客」に見られる。
平水茶於未開市之先有雷紹商人輿上海洋商議立合同、訂定只准出口十四寓箱之限、其慣之較前去雨
年毎担貴至一二雨者是否因限定箱額亦未可知……28）
1892年の平水茶葉を発売する前に、寧波と紹興の茶商は上海の洋商と平水茶葉についての販売契約を
結んだ｡契約では平水茶葉の四半期の輸出額の上限を140,000箱と定めた。輸出用の箱の規格を規定した
かどうかは不明であるが、平水茶葉の価格は1890年と1891年のものより上昇したようであった。
しかしながら、1897年になると、平水茶葉の品質のために定めた輸出上限の契約を守った商人がほと
んどいなかった。したがって平水茶葉の品質は大幅に下落した。
１８９７（光緒二十三）年“jVZIVGPOTRADEREPORZPORTHEYEAＲ1897,には次のようにあ
る。
…（PingsueyTeas）thetradewasquitedisastrous､40,000halfchestsremainedunsoldin
Shanｇｈａｉａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅｙｅａｒａｎｄｓｏｍｅｓｈipmentsaresaidtohavebeenretumedfrom
theUnitedStatesasunfitfbrconsumption・Ｉｎｌ８９２ｔｈｅｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｏｆｌｉｍｉｔｉｎｇｔhePingsuey
Teastol40,O00chestsfbrtheseasonwassuggested，but，althoughagreedtobythe
merchantsconcerned，wasnotcarriedout．．..morethanthisquantityshouldbepreparedfOr
themarket；ifcarefUllymadewithoutadulteraｔｉｏｎａｎｇｕｐｔｏｔｈｅｓｔａｎｄａｒｄｏｆｆＯｒｍｅｒyears，
theseTeas，withtheirexquisiteflavour,shouldreconquertheiroldpositioninthemarketof
theUnitedStates､29）
中国語の記録は「光緒二十三年南波口華洋貿易情形論暑」に次のように見られる。
……至年底尚有四寓箱屯積上海、未曾錆筈。並有運至美固駿得茶葉甚劣、全数送回……平水茶祇能
制出六七菖箱、即十四寓箱為止。光緒十八年時、曾経凱切暁論、平水茶商均須棟制上等茶葉、不准
溢出十四菖箱之敷。其時各茶客亦以所論者深中壊要大局枚開、未嘗不互相倣戒、無如利令智昏不能
依議而行、以至於一敗塗地。如明年棟選上品慎益加慎、僅以十四蔑箱為度、無撹雑壊薬之弊、去僕
倖菖一之念……30）
1897年末になると、まだ４万箱の平水茶葉は上海で滞貨した。しかも、アメリカへ輸出した平水茶葉
28）「光緒十八年南波口華洋貿易情形論客｣、「中国旧海関史料」第19冊、京華出版社、2001年10月、148頁。
29）“M7VCPOTRADEREPORnFORTHEYEARl897"、「中国旧海関史料」第25冊、京華出版社、2001年１０月、
358頁、359頁。
30）「光緒二十三年南波口華洋貿易情形論署｣、「中国旧海関史料ｊ第26冊、京華出版社、2001年10月、180頁。
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は低品質のため全部が返却された。光緒十八（1892）年に結んだ契約では平水茶葉の四半期の輸出額の
上限は140,000箱であった。しかし､清国の茶商は利益のためにもはや契約の内容を守れなかった。その
ため、平水茶葉の販売状況も悪くなった。
1893年（光緒十九）の“MZVGPOTRADEREPORZFORTHEYEARI893,'に、1892年におけ
るアメリカとイギリス税関の平水茶葉の品質についての記録が下のように見られる。
ThemarketfbrPingsueysopenedatShanghaiveryearlyinJune．…Forthepoorergrades
therewaslittledemand，ｏｗｉｎｇｔｏｔｈｅａｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅＣｕｓｔｏｍｓｉｎspectorsinLondonandNew
YorkinrefUsingadmissiontotrashyTeasintheprecedingyear､InthelatterpartofAugust
considerableshipmentsweremadetoNewYorkonNativeaccount，orwiththeNative
teamenretainingａｎｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｔｈｅｍ…EarlyinSeptembernewswasreceivedthatthe
CustomsinspectorsinLondonhadagainrefUsedentrytoseverallotsofPingsueys，ｗｈｉｃｈ
ｗｅｒｅｄｅｃｌａｒｅｄｔｏｂｅｕｎｆｉｔｆｂｒｃonsumption．…ShipmentofPingsueysonNativeaccount
continuedthroughSeptemberandOctober，Foreignmerchantsadvancingmoneyonthe
consignments・but…thepoorestofTeas-sobadinfact,thatsomeconsignmentswererefUsed
entryatNewYork，assimilarrubbishhadbeenatLondonearlierintheseason3l）
光緒十八（1892）年において海外へ輸出された平水茶葉の品質は不良であったため、アメリカとイギ
リスの税関の検査機関は輸入した平水茶葉が低品質の茶葉が混入されていることを摘発し、茶葉が中国
へ返却された。そのため1893年の平水茶葉の売れ行きは悪かった。同年の九月、イギリスのロンドンで
も低品質の茶葉が混入していたことで平水茶葉の輸入を禁止した。９，１０月、清国の茶商が平水茶葉を
アメリカに輸出した時に、低品質の平水茶葉を阻止した。このことに関して中国語記録にも見られる。
聞平水茶於六月間在上海開市時……下等茶因十八年英美雨園海開官員検査有最下等之茶、不合人飲
食、不令進口、以致今年行錆甚滞……本年九月底、英固有信云、運来最下之茶亦復阻其進口……是
以自九月間起、有華商自行運往美園……此次華商運去最下之茶寛被阻止……32）
アメリカとイギリス税関は不正茶を禁じるための行動を取った。しかし、多くの茶商はまだ低品質茶
葉を混入させた平水茶葉を販売し続けた。その結果、1894年において大量の平水茶葉が上海で滞貨した。
１８９４（光緒二十）年"Ｍ１ＶＧＰＯＴＲＡＤＥＲＥＰＯＲＴ,ＦＯＲＴＨＥＹＥＡＲＩ８９４"には次のようにある。
…ThefirstshipmentsofPingsueyTeaweregenerallyofgoodqualityandfOundareadysale
31）“Ｍ１ＶＣＰＯＴＲＡＤＥＲＥＰＯＲｍＦＯＲＴ"EyEARl893.．、「中国旧海関史料」第20冊、京華出版社、2001年１０月、
320頁、321頁。
32）「光緒十九年南波口華洋貿易情形諭署｣、「中国旧海関史料」第21冊、京兼出版社、2001年１０月、150頁、151頁。
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atShanghaifOrtheAmericanmarket…DuringJulysomeTeaswereshippedwhosequality
madedoubtfUltheiradmissionintotheUnitedStates；indeed，largequantitieswereshutout
bytheCustomslnspector，thoughonarbitrationonlyafewlutswerefinallyrefUsed
admission．…Thelessonofl893-thatthereisnoprofitinshippingimpureａｎｄｔｒａｓｈｙＴｅａｓ－
ｄｏｅｓｎｏｔｓｅｅｍｔｏｈavebeenthoroughlyleamed；…ｉｔｉｓｓａｉｄｔｈａｔｓｏｍｅｔｈｏｕｓａｎｄｓｏｆ
ＰａｃｋａｇｅｓｏｆｓｕｃｈＴｅａｓｗｅｒｅｋｅｐｔｂａｃｋｉｎｔｈｅｃｏｕｎｔｒｙａｎｄｈａｄｎｏｔｃｏｍｅｆｂｒｗａｒｄａｔｔｈｅｅｎｄ
ｏｆｔｈｅｙｅａｒ､33）
海外向けの平水茶葉の大部分はアメリカへ輸出された。その平水茶葉はアメリカ税関に留め置かれ、
慎重に検査した後、その中の低品質の茶葉が返却された。1893年には平水茶葉が低品質のために茶商は
大に損失を被った。しかし、1894年にも、数千箱の低品質茶葉が発見され、その輸入が禁止された。
また、アメリカの茶葉市場において日本茶葉の輸入量が逆に上昇し、平水茶葉の輸出貿易にとって厳
しい試練となった。
五港開港以前、庚州から欧米に輸出された茶葉の約３割はアメリカへ輸出された34)。１９世紀80年代か
ら、中国の緑茶市場としてのアメリカ茶葉市場において日本茶葉と中国茶葉の茶葉貿易競争が見られ
た。１９世紀60年代、中国茶葉はアメリカ茶葉市場の90％を占めていたが、８０年代になると、その割合は
中国と日本がそれぞれが分けあった。その後、下の表３のように、中国の茶葉、とくに緑茶が徐々に衰
退し、日本茶葉が日々に伸張していた。
表３アメリカ茶葉市場における中日両国の茶葉占有率35）（1860-1900）（千跨、％）
年 合計
中国
数量 ％
日本
数量 ％
1860 31,695 30,558 96.41 3５ ０．１１
1870 4７ 406 3５ 202 7４ 2５ 8,825 １８ 6１
1880 7２ 162 3６ 187 5０ 2５ 33,688 4６ 6８
1890 8３ 884 4２ 586 5０ 7７ 36.363 4３ 3５
1900 8４ 845 4２ 284 4９ 8４ 33,949 4０ ０１
１９世紀70年代、アメリカ茶葉市場における中国茶葉の割合は激減した。１９世紀90年代後期になると、
その割合が50％を割り込んだ。しかし、日本茶葉の割合は1860年の０．１１％から1900年の40.01％に急昇
し、９０年代になると、アメリカ茶葉市場において中国と日本との両国の茶葉貿易には優劣がなくなった。
平水茶葉がアメリカの茶葉市場において19世紀90年代後期の平水茶葉の品質は大幅に改善されたが、
日本茶葉の影響を受け、その輸出総額には大きな変化が見られなかった。
33）“jW]ＶＣＰＯｒＹ２ＡＤＥＲＥＰＯＲｎＦＤＲＴＨＥＹＥARl894"、「中国旧海関史料」第22冊、京華出版社、2001年１０月、
331頁、332頁。
34）上海社会科学院姪済研究所『上海対外貿易｣、上海社会科学院出版社、1989年、５３頁。
35）「貿易月刊｣、1941年２月、２９頁。
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おわりに
漸江省の北東部の平水茶葉の生産地域は、会稽山と四明山と天台山に囲まれた山峡際、紹興、新昌、
余挑、上虞、渚蟹、奉化、斎山、天台、東陽、郵牒が点在する地域に位置している。この地域で生産さ
れた茶葉は、古くは陸羽の『茶経」でも知られる越州を代表する茶葉で、宋代になると平水茶葉地域の
日鍔茶は皇室への上納品として知られ、江南を代表する茶葉となった。清代になると、平水茶葉地域に
おける茶葉の生産量を高めるために茶葉を改良し、現在の平水茶葉になり、海外諸国へ輸出された。そ
のため、平水茶葉の生産地域も中国における最も重要な茶葉生産地域の一として知られるようになっ
た。
五港開港以降、とりわけ19世紀後半における平水茶葉は代表的な輸出緑茶の一として、輸出高が顕著
に変動した。1890年において緑茶の輸出総額は156,115担、そのうち平水茶葉の輸出額は91,740担であ
り、緑茶輸出総額に占める平水茶葉の輸出額の割合は58.76％で、同年は平水茶葉の割合が最高位を示し
た。1895年になると、平水茶葉の輸出額が131,117担と19世紀後期の最高峰に達した。1891年、1892年を
除き1889年から1896年にかけて平水茶葉は緑茶輸出総額の50％を超えたのである。
1875年アメリカへ輸出した平水茶葉の輸出高が茶葉輸入大国のイギリスを超過し、平水茶葉にとって
アメリカが最大の輸出市場となった。しかし、アメリカの茶葉市場に日本茶葉が急に進出して来たこと
により、平水茶葉の輸出貿易がより厳しい挑戦に際会したのである。１９世紀90年代後期、平水茶葉がア
メリカの茶葉市場における平水茶葉の品質が良くなったが、日本茶葉の影響を受けたことで、その輸出
総額は大幅に上昇しなかった。
以上述べたように、１９世紀後期における中国漸江の平水茶葉の海外貿易が大幅に変動した原因は、平
水茶葉の製茶過程の問題であり、アメリカ茶葉市場における新たに登場した日本茶葉などである。その
うち、平水茶葉生産の品質の多岐な問題は、其の変動のキーポイントであり、すなわち品質問題の要因
として平水茶葉貿易に影響を及ぼすこととなったのである。アメリカ政府もアメリカ茶葉市場に輸入さ
れた平水茶葉を含む中国緑茶の品質問題について、光緒八（1883）年と光緒二十三（1897）年に「粗悪
不正茶輸入禁止条例」とその修正案が公布された36)。
36）趨思情「清代後期の漸江平水茶葉輸出とアメリカの粗製茶輸入禁止条例｣、「文化交渉東アジア文化研究科院生論
集｣、第４号、2015年３月、掲載予定。
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